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その中の１つが「運」。その運を身に付ける

ために「あいさつ」や「道具を大切に扱う」とい

うものがあり、「ゴミ拾い」はその中の１つ。

これは当時

の佐々木洋監

督からの教え

の一つであり、

「ゴミは人が落

とした運。ゴミを

拾うことで運を拾うんだ。そして自分自身にツ

キを呼ぶ。」というものだそうです。

メジャーリーガーとなって誰からも認められ

る今となっても、一塁へ向かう途中にさりげな

くゴミを拾いポケットに収める姿は、「全ての子

どもたちの模範だ。」とアメリカや日本中に感

動を与えました。

本校の学校評価アンケートに、「自分の机

の周りや教室内にゴミが落ちていたら、拾うよ

うにしている。」という項目（４～６年のみ）があ

ります。令和５年度と比べて今年度は肯定的

回答が６％も上がりました。

でも、まだまだ、６４％はアンケートの２０項

目中最も低い状態です。１００％を目指して、

落ちているゴミに気付き、さっと運を拾うことの

できる児童を、家庭と学校で協力して育てて

いきたいと考えています。

校長

MLBのロサンゼルス・ドジャース所属のプロ

野球・大谷翔平選手がゴミを拾う

行動は、有名です。大谷選手は

試合中にグラウンドのゴミやベン

チのそばに落ちたゴミを拾うこと

がよくあり、その様子がメディアに

取り上げられています。

実は、大谷選手は、2015年に稲葉篤紀さん

（元日本代表監督、2021年に東京オリンピック

で侍ジャパンを金メダルに導く。）が、ベンチ前

のゴミを拾ったのを見て感動して、それを真似

るようになったそうです。

彼自身はそれを「人が捨てた”運”を拾って

いる。」と表現しています。

しかし、大谷選手のゴミ拾いそのものに対

する意識は、もっと前からあったと思われま

す。彼がゴミ拾いについて触れた最初の記述

は、高校一年の頃にまでさかのぼります。

大谷選手が花巻東高校時代に作った「目標

シート」があります。目指す目標「ドラフトで８

球団以上から１位指名を受ける」、彼はこのこ

とを達成するために必要な８つの課題を設定

しました。
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１月の読書賞は、１年の○○
○○さん、３年の○○○○さん、
○○○○さん、４年の○○○○さ
ん、○○○○さんがそれぞれ１回
目の受賞でした。お気に入りの本
は、○○さんは「もふかわイヌ」
（今泉忠明・作）、○○さんは「黒
ねこのおきゃくさま」（ルース・エイ
ンズワース作）、○○さんは「鬼滅
の刃」（吾峠呼世晴・原作 はのま
きみ・著）○○さんは「はたらく細
胞」（清水茜・作 時海結以・
著）、○○さんは「BLACK JACK」（手塚治虫・作
瀬名秀明・著）だそうです。

家読（う
ちどく一日
１０分家で
読書）への
ご協力もよ
ろしくお願
いします。

１月２２日（水）に、２・３年生が、「図工のプロ」
田村俊雄先生を招いて、図工ワークショップを体
験しました。
課題は、「友達と協力して、できるだけ高く段

ボールパーツを組み立てる！」です。
２・３年混合のグループ。始

めは、それぞれが自分で組み
立てます。次に、合体させて、
大きな作品にします。時には

全員で離れ
て見て、全
体のバラン
スを確認す
ることも大事
です。完成
した作品に
は、グルー
プみんなで話し合って名前をつ
けました。片付け終了後、全員
でワークショップを振り返りまし

た。どのグループも満
足な笑顔でした。

１月３１日（金）３校時に、全校児
童で「縄跳び集会」を実施しました。
進行は体育委員会児童。

まずは、準備
体操。号令に合
わせて、心身共
に準備をします。
いよいよ、A～Jのチーム

に分かれ、長縄チャレンジで
す。目標は、チーム対抗ではなく、「これまでの
自分たちのチーム記録を更新すること」です。
円陣を組んで、士気を高めます。

３分間のチャレンジが始
まりました。高学年児童が
回し手になって、飛ぶタイミングを図ります。チー
ムによっては、低学年児童が跳ぶときと、中・高
学年児童が跳ぶときの掛け声や回し方を変えて
いるところもありました。引っかかってしまった児
童にも、「ドンマイ！」「大丈夫だよ。」と優しい声
かけが聞かれました。異学年で交流すると、自
然と思いやりの心が育っていくことが分かります。

結果、これまでの自分た
ちのチーム記録を更新した
チームは、９チームとなりま
した。本番で、これまでの練
習の成果を発揮できたこと
は、素晴らしいことです。

次は、短縄チャレンジ。自分ができる
技を全校の前で披露しました。難しい
技には自然と拍手が湧き上がりました。

当日は学校公開日で、２校時は授
業参観、３校時は集会と、多くの保護
者の皆さんが来校され、児童の頑張る
姿をご覧いただきました。ありがとうございました。


